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会 社 概 要

創業113年を誇る老舗化粧品メーカーで、古くは小学校の手洗い用のレモン石鹸
を製造し、その後、液体洗浄剤、入浴剤などのスキンケア、ボディケア製品の製造へ
と幅を広げる。最近はお風呂場から顧客の「悩みを解決する」というコンセプトのも
と、「臭い」の悩みを解決する柿渋石鹸や、「肌トラブル」の悩みを解決する敏感肌用
石鹸、基礎化粧品などの新商品開発に積極的に取り組んでいる。地域に根ざした商品
作りに定評がある。

会社外観

革新的な製品開発や創造的なサービスの提供に関する取組の内容

ラインの機械化・自動化により、多様な人材が活躍

製造ラインで活躍する女性従業員

主力工場の製造ラインを9割機械化・自動化することで、従業員を力仕事や危険
な作業から開放。あわせて成分の配合や分析についてもシステム化により専門的な知
識・経験がなくとも作業できるようにし、石鹸 (固体 )、ボディソープ (液体 )、入浴
剤 ( 粉体 ) の製造ラインで従業員を共有できるようにした。結果、子育て中の女性が
働きやすい午前中に集中して稼働するなど、従業員の希望出勤日や時間に合わせた対
応により、女性が活躍できる環境を整えている。

“問題を取り除くことで悩みを解決する”商品作りを展開

自身の闘病経験から、新技術の
石鹸あわが誕生（※特許出願中）

事業承継後、これまで主軸であったギフト石鹸やOEM以外の新事業を模索する中
で、自らの闘病克服の経験から、肌が弱い人でも楽しいバスタイムを過ごせるボディ
ケア商品を開発したいとの思いが強まり、肌のトラブルを解決する新発想の”石鹸あ
わ”を開発。医薬部外品の敏感肌用石鹸やボディソープの商品化に至った。「加える」
ことでより良くすることよりも、「問題を解決する」ことで、普段の生活に戻ること
の喜びを取り戻していただくことに軸足を置いて、商品開発を行っている。

産地と共同で柿渋石鹸を開発するなど地域づくりにも貢献

松江市市長、柿生産組合との共同記者発表

臭いの悩みを解決する柿渋石鹸の原材料となる柿は、農薬や化学肥料を減らした栽
培を行うエコファーマー指定を受けた松江市・東出雲の農家が栽培したブランド柿（西
条柿）にこだわっている。生育段階で間引きする柿の実から柿渋エキスを抽出し、品
質ならびにトレーサビリティを明確にした持続可能な地域づくりに資する製品づくり
を行っている。主力工場がある奈良地域に根ざした商品づくりによる地域貢献に向け
ても動き始めたところ。
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設 立 1905年

資 本 金 2,500万円

従 業 員 数 90人

素肌の悩みや肌トラブルを解決するスキン
ケア商品の開発と、女性が働きやすい環境
づくりに取り組む老舗化粧品メーカー

○	生産ラインの9割を機械化・自動化し、力仕事をほ
とんど無くすことで、女性が活躍している

○	事業承継後、自らの体験をもとに“問題を取り除くこ
とで悩みを解決する”商品開発を展開している

○	産地と共同で柿渋石鹸を開発するなど、地域に根ざし
た商品作りで持続可能な地域づくりにも貢献
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